
まえがき＝鉄鋼製品の製造プロセスにおいて，コンピュ
ータ活用の歴史は古く，すでに1960年代には主要な鉄鋼
製造ラインでの活用 1）が始まっている。鉄鋼を製造する
に当たり，多くのシステムがかかわっているが，特に製
造プロセスにおける機器制御や操作員への情報支援の役
割を担っている計算機をプロセスコンピュータ（プロコ
ン）と呼んでいる。
　一方，情報技術（IT）の進歩と普及は近年目覚しいも
のがあり，総務省の家計消費状況調査結果によれば，今
やインターネットの利用者は国内全世帯の47％（平成17　一方，CPUや IC チップといった電子機器のハードウェアが急速に技術進歩するに伴い，プロコンのダウンサイジング化が 1990 年代より進んだ結果，PLC/DCS との接続性からプロコン専用のハードウェアやソフトウェアを使用するのをやめて，汎用のワークステーションやPCサーバと汎用オペレーティングシステム（OS）である

Windows や UNIX を使用するようになった

3），4）。これに
より初期投資コストは大きく下がったが，システムの機
能や開発方法自体が大きく変わることは無かった。

2． Web 技術を活用した次世代のプロセスコン
ピュータ概要

　上位のビジコンと下位の制御装置との間にあるプロコ
ンは，上位の企業戦略や生産計画と実際のモノづくりの
現場とをつなぐ中核として，今後ますますその重要性を
増すシステムと考えヤュ尋畤▕ 擔の酋榆晫椰翆









よりWeb ブラウザがあればどの端末でも参照が可能で
ある。また，トレンドDBの特徴としては，保存された
データを事務所で使用するパソコン（PC）の Excel に簡
単にダウンロードでき，ユーザによる詳細なデータ解析
に対しても容易なデータ操作を可能としている。
　一方，年単位の長期間大量データを保管 ･参照するこ
とが可能となっている点もWeb 型プロコンと同様であ
る。しかし，Web 型プロコンで使用する汎用の RDBMS
では，データの保存に大規模な装置と多額の構築費用が
必要となってしまう。そこで，TCO削減の機構について
次節で紹介する。
4．3　トレンドDBシステムの TCO削減への取組み

4．3．1　データ圧縮機構

　トレンドDBシステムは，特に製品品質に関するデー
タを中心に，設備の動作データや制御装置の制御データ
など品質にかかわる多くのデータの一元的な管理をしな
ければならない。これには，膨大な連続データの保管と
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